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第21号
編　集

十和田市農業委員会
☎516740
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遊
休
農
地
と
は
、
耕
作
の
目
的
に
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
耕
作
に
使
用
さ

れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地
で
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
病
害
虫
が
発
生
し
や
す

く
、
近
隣
の
農
作
物
へ
被
害
を
及
ぼ
す
ほ

か
、
景
観
の
悪
化
な
ど
周
囲
の
営
農
・
生

活
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
糧
を
生
産

す
る
貴
重
な
資
源
で
あ
る
農
地
が
有
効
に

使
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
食
糧
自
給
率
の

低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
に
携
わ
る

家
族
全
員
で
、
そ
の
家
族
の
よ
り
充
実
し

た
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
と
と
も

に
、
意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
経
営
に

参
加
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の

「
家
族
の
ル
ー
ル
」
を
取
り
決
め
る
も
の

で
す
。

　

家
族
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経
営
方

法
・
就
業
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
家
族
に
あ
っ
た
ル
ー
ル
を
家
族
で
話
し

合
っ
て
決
め
る
も
の
で
す
。

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
を
！　
　

 

　

休
息
時
間
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

③
休
日
の
設
定

　

「
１
週
間
に
１
日
は
休
み
を
取
る
」
な

　

ど
の
休
日
の
取
り
決
め

◆
経
営
計
画
・
経
営
目
標
の
策
定
◆

①
経
営
方
針
の
協
議

　

農
作
業
計
画
や
農
業
経
営
に
関
す
る
事

　

項
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

②
経
営
・
労
働
の
役
割
り

　

経
営
主
、
配
偶
者
、
後
継
者
、
後
継
者

　

の
配
偶
者
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

　

つ
い
て
の
取
り
決
め

◆
生
活
面
や
福
利
厚
生
関
係
の
策
定
◆

①
家
事
・
家
計
面
の
設
定

　

家
事
や
家
計
費
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て

　

の
取
り
決
め

②
福
利
厚
生
・
研
修
事
業
の
設
定

　
　

　

「
家
族
経
営
協
定
書
」
に
家
族
の
農
業

従
事
者
が
全
員
で
調
印
す
る
事
で
、
み
ん

な
で
農
業
経
営
を
築
い
て
い
る
と
い
う
認

識
な
ど
が
で
き
る
と
と
も
に
、
労
働
時
間

や
報
酬
を
決
め
る
こ
と
に
よ
り
、
休
日
や

家
庭
設
計
が
で
き
、
み
ん
な
が
働
き
が
い

の
あ
る
農
業
や
、
後
継
者
の
自
立
を
促
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
地
は
放
置
せ
ず
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

耕
作
を
し
な
い
状
態
が
数
年
続
く
と
、

雑
草
や
雑
木
が
生
い
茂
り
、
再
び
耕
作
で

き
る
状
態
に
す
る
に
は
大
変
な
労
力
と
資

金
が
掛
か
り
ま
す
。
農
地
は
荒
ら
さ
ず
に

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
や
病
気
・
勤
め
て
い
る
た
め
自
ら

管
理
で
き
な
い
な
ど
、
お
困
り
の
か
た
は

農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各種申請書の受付締切は
毎月月末です

　農業委員会では、毎月総会を開催し、
各種議案を審議しています。農地を貸
借・売買する場合、農地を農地以外の
ものとして使用する場合などは、毎月
月末までに申請してください。

家
族
経
営
協
定
を

締
結
し
ま
せ
ん
か

家
族
経
営
協
定
と
は

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

◆
就
業
条
件
の
整
備
◆

①
労
働
報
酬
や
収
益
の
分
配

　

労
働
の
対
価
と
し
て
の
毎
月
の
報
酬
や
、

　

経
営
の
状
況
に
応
じ
た
収
益
の
分
配
金

　

に
つ
い
て
の
取
り
決
め

②
労
働
時
間
の
設
定

　

日
常
の
労
働
時
間
の
設
定
や
、
休
憩
・

耕作せず放置したため　　　　
　　　雑草が生い茂った農地

　今、私たちの地域では、農業従事者の高齢化や後継者
不足、遊休農地の増加など多くの課題を抱えています。
　５年後、10年後の将来に備え、地域の皆さんで「人と
農地の問題」について一緒に考えてみませんか。
　人・農地プランは、人と農地の問題を解決するための
「未来の設計図」です。地域農業を担う、やる気のある
農業者を中心経営体として位置付け、支援していくもの
です。

集落・地域で話し合うこと
◎今後の中心となる経営体（個人・法人・集落営農組
　合）はどこか
◎中心経営体へどうやって農地を集めるか
◎中心経営体とそれ以外の農業者（兼業農家、自給的農  
   家）を含めた地域農業の在り方などを決めていただき
   ます。

農地集積への支援金（農地の出し手への支援）
　農業をやめて中心経営体に農地を貸し出すかたへ、一
定の条件のもとで農地集積協力金が支払われます。
　　　▶0.5ha以下：30万円／戸
　　　▶0.5ha超2.0ha以下：50万円／戸
　　　▶2.0ha超：70万円／戸

農地集積支援の主な要件と手続き
　農地の出し手への農地集積協力金を受けるには、当事
者同士で貸し借りを結ぶのではなく、農地利用集積円滑
化団体（十和田市地域農業再生協議会）などに10年以
上の白紙委任をすることが必要です。

青年就農給付金（新規就農者への支援）
　新規就農者が中心経営体に位置付けられると、一定の
条件のもとで、年間150万円の給付金を最長で５年間受
け取ることができます（原則45歳未満で、独立・自営就
農者）。

スーパーＬ資金の無利子化（担い手への金融支援）
　中心的経営体に位置付けられた認定農業者が一定条件
のもとに借り入れる「スーパーＬ資金」について、貸し
付け当初の５年間の金利が無利子となります。　      

移
動
農
業
委
員
会

移
動
農
業
委
員
会

　

３
月
10
日
、
洞
内
和
徳
館
で
「
移

動
農
業
委
員
会
」
を
開
催
し
、
地
区

農
業
者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
農
業
委
員
会
か
ら
①
農

地
の
利
用
②
遊
休
農
地
の
解
消
③
農

業
者
年
金
④
家
族
経
営
協
定
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
土
地
を

売
っ
た
場
合
の
所
得
税
の
控
除
ほ
か
、

生
前
一
括
贈
与
や
経
営
移
譲
年
金
に

つ
い
て
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

移
動
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

会
が
地
域
に
出
向
い
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
ひ
ざ
を
交
え
て
意
見
交
換
を

行
い
、
明
る
い
農
村
づ
く
り
に
役
立

て
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん

の
地
区
で
も
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

洞内地区での移動農業委員会の様子

洞
内
地
区
で

　
　
　

行
い
ま
し
た

　農業者年金を受給しているかたは、
６月28日㈮までに農業委員会へ「現況
届」を提出しなければなりません。
　今年も提出の時期となりましたので、
忘れずに農業委員会か十和田湖支所市
民生活係へ提出してください。提出し
ないと年金が支給停止されます。
　届け出用紙が届いていないかたは、
農業委員会までお問い合わせください。

農業者年金受給者の皆さんへ

現況届は６月28日までに提出を！

ご存知ですか「人・農地プラン」

「人と農地の問題について」考えてみませんか

▶人・農地プランに関する問い合わせ先
　農林畜産課☎516742


